添付図書種別について　
特定共同住宅等着工設計確認書の添付図書種別にある

８．共住区画の開口部面積計算書（上階延焼）

９．開放型である旨の計算書（開放性検証）
１０．光庭のある場合の判定計算書（特定光庭）

についての内容については、下記の通りです。

８．共住区画の開口部面積計算書（上階延焼）　
　　＜住戸等への延焼防止措置について＞

９．開放型である旨の計算書（開放性検証）
　　＜煙の降下状況を確認する方法について＞

　　
１０．光庭のある場合の判定計算書（特定光庭）

　　＜特定光庭の基準等について＞

　※上記計算プログラムについては、総務省消防庁ホームページ　http：//www. fdma. go. jp/　　　　よりダウンロードが可能です。

トップ画面　☞　消防防災関係者の方へ　☞　消防関係法令（所管法令、省令・規則検索、告示・通知一覧）　☞　通知・通達　☞　平成19年一覧　☞　平成19年1月の通知について　☞　
　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　⇒　都城市消防局　予防課　予防担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(0986(22)8884   FAX 0986(24)7345
平成17年8月12日付け消防予第１８８号（以下「１８８号通知」という。）第２，３に示す「特定共同住宅等の位置、構造及び設備を定める件」（平成17年消防庁告示第２号）第３第３号（２）ロに規定する「住戸等で発生した火災により、当該住戸等から当該住戸等及びそれに接する他の住戸等の外壁に面する開口部を介して他の住戸等へ延焼しないように措置されたものであること」を確認するための計算プログラムです。








　１８８号通知第３，２（５）に示す「特定共同住宅等の構造類型を定める件」（平成17年消防庁告示第３号）第４号第２号（４）イ（ロ）及び同号（５）ロに規定する「煙が床面からの高さ1.8メートルまで降下しないこと」を確認するための計算プログラムです。





　１８８号通知第２、５に示す「特定共同住宅等の位置、構造及び設備を定める件」（平成17年消防庁告示第２号）第４第１号（１）に規定する「火災住戸等以外の住戸等の光庭に面する開口部が受ける熱量」及び同号（２）イに規定する「避難光庭に面する廊下及び階段室等を経由して避難する者が受ける熱量」を確認するための計算プログラムです。





「特定共同住宅等における必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に関する省令」（平成17年総務省令第４０号）等の運用に係る計算プログラムの消防庁ホームページの掲載について　














